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　1926（ 大正15 ）年8月3日18時26分頃京浜地方を襲った強震（ M＝6.2 ）について，今村1），2）

は，震央を羽田付近とし，地震時と地震前に羽田地塊が傾動・沈下したことを指摘した。さら

に彼は，慶安 2 年 7 月 25 日の川崎付近の地震と文化 9 年 11 月 4 日の京浜地方の地震も羽田地塊

の活動であったろうと述べている。羽田地塊とは，最近地盤の異常隆起が問題にされている川

崎市南東部～横浜市東部を中心とした地域である。そこで，この地震の震源位置を出来るだけ

精密に再検討してみた。

　１．データと方法

　当時は刻時精度が悪いので S － P 時間だけを用いた。データは多いほど良いが，本郷・鎌倉

・銚子 3 点の原記録を読み取ることが出来たので，それらを中心に信頼度の高い近地のデータ

だけを選んだ。第 1 表のうち気象官署に関しては，鷺坂・佐藤 3），4）による再験測値があるので

それより信頼度が低いと考えられる中央気象台 5），6）の値は一切用いなかった。鷺坂・佐藤 3），4）

のものでも，銚子は筆者が再験測したので，また東京は本郷と著しく違っているので，共に除

いた。横浜は初め計算に加えたが，O － C が特別大きくなるので除いた（ しかし，第 2 図で見

るとおり震源はほとんど変化しない ）。筆者が再験測した分については ±0.5sec，鷺坂・佐

藤 3），4）の分については± 0.7sec の読み取り誤差を想定し，それに応じた重みをつけた。

　P 波の速度構造として第 1 図の Model A（ 津村 7）が関東地方で用いているもの ）を採用し，

媒質のいたるところで VP ／ VS の値をパラメータとして変えてゆくと，震央・震源の深さ・

P 波走時の残差が第 2 図のように変化する。この様子を関東地方の見掛けの VP ／ VS の深さ

分布 8）と比べて尤もらしい震源を求めた。計算方法の詳細と原記録の写真は石橋 9）を参照され

たい。

　２．結果と考察

　最も尤もらしい震源は 35° 26' N・139° 53' E・深さ 61km で，川崎沖というよりは木更津沖
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といったほうがよい。S － P 時間に前述の誤差があった場合には，震源の存在範囲は第 3 図の

ようになる。これは Mode1 A に対する走時表から図式で求めたもので細かい形状は無意味であ

るが，深さが 56km ～ 65km に限られること・川崎側にはあまり近づかないこと・多少近づい

ても深くなるセンスであることなどがわかる。

　なお，別の構造モデルについても計算したが，深さが 2km 浅くなっただけである。第 4 図

のメカニズム解は Ichikawa10）のものと大体同じである。

　今村 1），2）の指摘した地殻変動がどの程度確かなものか筆者にはわからないが，以上の結果か

ら考えると，この地震は，川崎付近に一次的な地盤の前兆変動を示すような地殻上部の局地地

震ではない。むしろ，関東地方の大規模な造構運動を直接反映しているように思われる。前述

の慶安 2 年と文化 9 年の地震もことによるとこの地震と同じ型かもしれない。

　貴重な原記録を使わせて下さった東大地震研究所の岩田孝行氏に感謝致します。
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第 1 表　震央距離約 100km 以内にあった全地震観測点と S － P 時間

Table 1　Seismological stations within about 100Km from the epicenter of the 
 	 　severe off-Kawasaki earthquake of Aug. 3,1926 and their S-P time data.
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Fig. 2　Epicenter, focal depth and root-mean-square of O-C residuals of P travel-times 
	 as a function of Vp/Vs. Curves Y correspond to the case YK is included in 
	 calculation. The line A represents the apparent Vp/Vs distribution in the Kanto 
	 district after Shibuya ８） （averaged every ten kilometers）. Standard deviations of 
	 focal depths are also shown. 

Fig. 1　Location of the seismological stations listed in Table 1 .⦿’ s are 
	 stations used for hypocentral relocation. ⊗ represents the relocated epicenter 
	 （H（focal depth） =61Km）. Crosses indicate epicenters determined by other 
	 investigators:Im, Imamura1）, 2）（H≒50Km）;Ss, Sagisaka and Sato3）,4）（H=41Km）; 
	 Sb, JMA11） （H=36Km）; Ty, JMA12）（H=20Km）;Ka, Katusmata13） （H= 60Km）. The 
	 crust-mantle model used in calculation is also shown.

第 1 図　第 1 表の観測点の配置図。○⦿を震源再計算に用いた。⊗が再決定された震央。× は従

　　　　来求められていた震央，Im，今村 1），2）；Sa，鷺坂・佐藤 3），4）；Sb，気象庁 11）；Ty，

　　　　気象庁 12）；Ka，勝又 13）。

第 2 図　VP ／ VS の値に応じた震央・震源の深さ・P 波走時残差の変化。Y は横浜を加えた

　　　　場合。深さの標準偏差も示した。A は，渋谷 8）による関東地方の見掛けの VP ／ VS
　　　　の深さ分布（ 10km ごとの平均 ）。
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Fig. 4　Fault-plane solution from P-wave first motions for the severe off-Kawasaki 
	 earthquake of Aug. 3 ,1926. The lower focal hemisphere is projected on an 
	 equal area net. φ is the dip direction and δ is the dip angle.

Fig. 3　Extent of epicenter for four different focal depths. S-P time errors listed in 
	 Table 1 are assumed. Hypocenter can existneither deeper than 65Km nor shallower 
	 than 56Km. The cross indicates the most probable point for epicenter （focal 
	 depth, 61Km）.

第 3 図　S － P 時間に第 1 表のような誤差があった場合の震源の存在範囲。4 通りの深さに対

　　　　する震央の範囲を示す。66km 以深 56km 以浅には解がない。× が最も尤もらしい震

　　　　央。

第 4 図　P 波初動分布から求めたメカニズム解
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